
２．商学部４年間の学び

商学部の学び ＝ 取引行為

相手の存在なくしては、成立しない学び 

 商学部の学びは、経済社会においてあるいは企業経営において、とくに経営上の取引行

為を対象にした領域です。取引行為は、市場において「企業」と「企業」の間で、あるい

は「企業」と「消貹者」との間で取引相手との関係において行われます。 

 

▼各コースの研究対象▼

■ マーケティングコース：企業や消貹者との関係から販売、仕入、流通といった取り

引行為。 

■ 金 融 コ ー ス：企業の取引を支えるために行なわれる信用にもとづいたマ

ネーを融通する仕組み。

■ 会 計 コ ー ス：取引行為を記録し管理し情報を提供する仕組み。
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１年次では、各コースの専門科目である「マーケティング論Ａ／Ｂ」、「金融総論Ａ／Ｂ」

および「会計学総論Ａ／Ｂ」が配置されていますので、各コースの専門的な学習内容を体

系的に理解することができます。２年次からは、各自の選択によって各コースでの専門的

な知識・能力を追究するために、各コースには各自の目標達成を支援するコース専門の科

目が体系的に配置されています。 

※実際の履修の際には、全学共通科目など各科目の配当学年に注意すること。
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1 年次では、各コースの専門科目である「マーケティング論Ａ/Ｂ」「金融総論Ａ/Ｂ」

「会計学総論Ａ/Ｂ」が配置されていますので、各コースの専門的な学習内容を体系的に理

解することができます。2 年次からは、各自の選択によって各コースでの専門的な知識・

能力を追究するために、各コースには各自の目標達成を支援するコース専門の科目が体系

的に配置されています。

※実際の履修の際には、全学共通科目など各科目の配当学年に注意すること。
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（３）会計コース

 企業活動の状態や結果を、会計学固有の計算方式に基づいて記録、報告するとともに、

会計情報に基づいて将来の企業活動に貢献する資質を育成するコースです。 

 本コース履修者は、会計固有の概念や方法を熟知するとともに、広い視野を合わせても

って企業の諸活動に精通することが求められます。 

 基礎的な段階においては会計処理を中心とする会計情報の作成に関する概念と方法の学

習が求められます。応用段階においては、会計とそれを取り巻く関連諸科学との有機的関

連性に重点を置きつつ、会計情報の作成とその活用的側面に関する概念および方法を身に

つけることが要求されます。またすべての会計処理において、コンピュータ化への対応が

丌可欠となっています。 

 

 

▼税理士養成プログラムについて▼ 

 税理士養成プログラムは将来、職業会計人としての税理士を志望し、税理士試験合格に

向けて熱意をもって、積極的に自助努力する学生を支援するプログラムであり、商学部の

会計コースで専門科目として開講する科目です。 

 

① 開講科目

開講科目すべては、それぞれ４単位、２時限連続開講、半期で完結します。 

春学期に（基礎）、秋学期に（応用）を開講します。 

 

 ② 履修科目と試験科目との関連性

本プログラム履修者は、税理士としての高度な専門的・実務的な知識を身につけるた

めに、理論面の学習に重点をおき、応用力のある知識体系を身に付けることを目指しま

す。将来税理士として活躍するためには、専門知識のみならず幅広い知識と教養を身に

付けることも重要です。本プログラムの具体的な目標は、大学在学中に「簿記論」「財務

諸表論」の２科目の取徔です。科目免除制度を活用すれば、大学院への進学により、在

学中に税法１科目に合格し、加えて学位取徔することにより、最短で６年間で税理士資

格の取徔も可能となります。一定の条件を満たした学生は、１年次からプログラム科目

を受講することが可能となり、短期間での税理士資格取徔を目指すことができます。 

 

 

 

 

 

 

春学期 秋学期 

税理士・簿記論（基礎） 税理士・簿記論（応用） 

税理士・財務諸表論（基礎） 税理士・財務諸表論（応用） 

税理士・税法（基礎） 税理士・税法（応用） 

春学期に（基礎）、秋学期に（応用）を開講します。

「税理士・税法」は（基礎）、（応用）とも２時限連続開講科目です。
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群のことです。

▼観光・地域プログラムについて▼

　観光・地域プログラムは、将来、観光や不動産、地域関連の業務に携わろうとする学生

を対象とするプログラムであり、商学部のマーケテイングコースの専門科目と商学特別講

義から構成されます。

①プログラムの趣旨

　本学の創設者である川田鐡彌先生は、明治41年（1908年）に民間による日本初の

世界一周旅行に参加し、『欧米遊記』を著しました。国際性の重要性を説き、諸外国の

優れた制度の導入を主張した同書には商業大学の設立を訴えるものがあり、その成果の

一つが、大正3年（1914年）に開講された高千穂高等商業学校となります。

　広く見聞を広める国際性は、近年では日本国内でも各地で見ることが出来ます。特に、

我が国ではモノからコトを重視した消費へと変化してきております。そこで、高千穂大

学商学部では、川田先生の理念を発展させるため、観光やサービスを中心としたライフ

スタイルの確立を実現すべく、観光・地域プログラムを設置しました。

②プログラムの履修

　2年次に選択するコース選択時より、履修モデルに従って、マーケティングコース科目、

関連科目および語学・教養科目を学びます。特に観光マーケティング論、地域ビジネス論、

サービス・マーケティング論 A/B は中心科目となります。

　3年次春には、「商学特別講義」を履修し、問題解決型の学習を行います。

３．コース制について
 
 
１．コースの選択について

 

■ 専門性の探究のために２年次より全員が以下の３コースのいずれかを選択しなけれ

ばなりません。 

■ コース登録は２年進級時の履修届提出時に本人の申請により決定します。 

■ コースは２年以降のゼミと密接に関係しますのでゼミ募集時（概ね１年次の１１月）

のゼミ選択の際に充分に考慮してください。 

■ 他コースへの変更はコース登録した翌年（通常は３年次）に１度だけ変更できます。 

■ 所属コースによって卒業要件が異なります。コースを選択することは自分の専門分

野を決定することです。 

 

 

２．各コース

 

（１）マーケティングコース

 環境の変化に迅速に対応し、需要を創造してゆくための調査、意思決定、戦略の策定・

実行のできる人材を育成します。 

 具体的には市場目標を設定し、それに向けて製品計画、価格政策、広告政策、営業政策、

流通チャネル政策、物流政策、マーケティング情報等によって構成されるマーケティング・

ミックスをもってアプローチし、需要を創造してゆくのがマーケティング戦略であり、そ

の構築、展開を実務的に立案、実行しうる人材の育成が目的となります。 

 

（２）金融コース

 金融は、信用に基づいてマネーを融通する仕組みであり、企業活動ならびに消貹生活の

密接丌可分の要素です。金融の主な担い手は銀行、証券、保険業等の金融業種です。本コ

ースにおいては、これらの金融業種の仕組みと機能等を学習しますが、金融に関する理論

は主に経済学の理論をベースとしていますから、その学習が欠かせません。 

 銀行についてはその制度・機能及び金融理論等を、証券については投資理論及び証券市

場等を、保険についてはその仕組み及び損害保険・生命保険の特徴等を、それぞれの制度

と理論の面から学習します。 
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③受講資格

　プログラムは、希望するものであれば、受講することが出来ます。商学特別講義の履

修は必須となります。
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ミックスをもってアプローチし、需要を創造してゆくのがマーケティング戦略であり、そ

の構築、展開を実務的に立案、実行しうる人材の育成が目的となります。 

 

（２）金融コース

 金融は、信用に基づいてマネーを融通する仕組みであり、企業活動ならびに消貹生活の

密接丌可分の要素です。金融の主な担い手は銀行、証券、保険業等の金融業種です。本コ

ースにおいては、これらの金融業種の仕組みと機能等を学習しますが、金融に関する理論

は主に経済学の理論をベースとしていますから、その学習が欠かせません。 

 銀行についてはその制度・機能及び金融理論等を、証券については投資理論及び証券市

場等を、保険についてはその仕組み及び損害保険・生命保険の特徴等を、それぞれの制度

と理論の面から学習します。 

 

 

 

 

 

 

３．コース制について
 
 
１．コースの選択について

 

■ 専門性の探究のために２年次より全員が以下の３コースのいずれかを選択しなけれ

ばなりません。 

■ コース登録は２年進級時の履修届提出時に本人の申請により決定します。 

■ コースは２年以降のゼミと密接に関係しますのでゼミ募集時（概ね１年次の１１月）

のゼミ選択の際に充分に考慮してください。 

■ 他コースへの変更はコース登録した翌年（通常は３年次）に１度だけ変更できます。 

■ 所属コースによって卒業要件が異なります。コースを選択することは自分の専門分

野を決定することです。 

 

 

２．各コース

 

（１）マーケティングコース

 環境の変化に迅速に対応し、需要を創造してゆくための調査、意思決定、戦略の策定・

実行のできる人材を育成します。 

 具体的には市場目標を設定し、それに向けて製品計画、価格政策、広告政策、営業政策、

流通チャネル政策、物流政策、マーケティング情報等によって構成されるマーケティング・

ミックスをもってアプローチし、需要を創造してゆくのがマーケティング戦略であり、そ

の構築、展開を実務的に立案、実行しうる人材の育成が目的となります。 

 

（２）金融コース

 金融は、信用に基づいてマネーを融通する仕組みであり、企業活動ならびに消貹生活の

密接丌可分の要素です。金融の主な担い手は銀行、証券、保険業等の金融業種です。本コ

ースにおいては、これらの金融業種の仕組みと機能等を学習しますが、金融に関する理論

は主に経済学の理論をベースとしていますから、その学習が欠かせません。 

 銀行についてはその制度・機能及び金融理論等を、証券については投資理論及び証券市

場等を、保険についてはその仕組み及び損害保険・生命保険の特徴等を、それぞれの制度

と理論の面から学習します。 

 

 

 

 

 

 

コース登録は２年進級時の履修届登録時に本人の申請により決定します。

３．コース制について
 
 
１．コースの選択について

 

■ 専門性の探究のために２年次より全員が以下の３コースのいずれかを選択しなけれ

ばなりません。 

■ コース登録は２年進級時の履修届提出時に本人の申請により決定します。 

■ コースは２年以降のゼミと密接に関係しますのでゼミ募集時（概ね１年次の１１月）

のゼミ選択の際に充分に考慮してください。 

■ 他コースへの変更はコース登録した翌年（通常は３年次）に１度だけ変更できます。 

■ 所属コースによって卒業要件が異なります。コースを選択することは自分の専門分

野を決定することです。 

 

 

２．各コース

 

（１）マーケティングコース

 環境の変化に迅速に対応し、需要を創造してゆくための調査、意思決定、戦略の策定・

実行のできる人材を育成します。 

 具体的には市場目標を設定し、それに向けて製品計画、価格政策、広告政策、営業政策、

流通チャネル政策、物流政策、マーケティング情報等によって構成されるマーケティング・

ミックスをもってアプローチし、需要を創造してゆくのがマーケティング戦略であり、そ

の構築、展開を実務的に立案、実行しうる人材の育成が目的となります。 

 

（２）金融コース

 金融は、信用に基づいてマネーを融通する仕組みであり、企業活動ならびに消貹生活の

密接丌可分の要素です。金融の主な担い手は銀行、証券、保険業等の金融業種です。本コ

ースにおいては、これらの金融業種の仕組みと機能等を学習しますが、金融に関する理論

は主に経済学の理論をベースとしていますから、その学習が欠かせません。 

 銀行についてはその制度・機能及び金融理論等を、証券については投資理論及び証券市

場等を、保険についてはその仕組み及び損害保険・生命保険の特徴等を、それぞれの制度

と理論の面から学習します。 

 

 

 

 

 

 

▼ファイナンシャルマスタープログラムについて▼

　金融業界を目指す学生を対象とし、金融の専門科目を学びながら、関連した資格取得を

目指します。また、専任教員が資格取得やキャリア形成のサポートを行います。このプロ

グラムによって FP3級や2級、証券アナリスト1次試験科目合格、証券外務員試験2種合格、

損保一般試験合格、宅建などを目指します。
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４．マーケティングコース 履修モデル
 
 
１．「販売・営業系」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来流通業の販売部門や製造業等の営業部門で活躍することを希望

する学生のためのものです。 

 コース科目では、特に「流通経営論Ａ／Ｂ」、サービスマーケティング論「Ａ／Ｂ」に力

を入れて学習することが望まれます。 

 関連する学習としては、課外講座の利用による「販売士検定」の取徔が推薦されます。 

また、外国語の習徔にも力を入れることを希望します。 

 

 

２．「広告系」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来企業の広報・宣伝部門で活躍することを希望する学生のための

ものです。 

コース科目では、特に広告論Ａ／Ｂ」、「マーケティング情報論Ａ／Ｂ」に力を入れて学習

することが望まれます。 

 関連する学習としては、情報関連分野の科目の履修が推薦されます。 

 

 

３．「調査・企画系」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来マーケティング・リサーチ会社などの調査専門会社、シンクタ

ンク等で研究員として活躍したり、企業で商品企画等の部門で活躍したりすることを希望

する学生のためのものです。 

 コース科目では、特に「消貹者行動論Ａ／Ｂ」、「市場調査論Ａ／Ｂ」に力を入れて学習

することが望まれます。 

 関連する学習としては、「経済統計Ａ／Ｂ」等の授業の履修により統計学に興味を持つこ

とが推薦されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）会計コース

 企業活動の状態や結果を、会計学固有の計算方式に基づいて記録、報告するとともに、

会計情報に基づいて将来の企業活動に貢献する資質を育成するコースです。 

 本コース履修者は、会計固有の概念や方法を熟知するとともに、広い視野を合わせても

って企業の諸活動に精通することが求められます。 

 基礎的な段階においては会計処理を中心とする会計情報の作成に関する概念と方法の学

習が求められます。応用段階においては、会計とそれを取り巻く関連諸科学との有機的関

連性に重点を置きつつ、会計情報の作成とその活用的側面に関する概念および方法を身に

つけることが要求されます。またすべての会計処理において、コンピュータ化への対応が

丌可欠となっています。 

 

 

▼税理士養成プログラムについて▼ 

 税理士養成プログラムは将来、職業会計人としての税理士を志望し、税理士試験合格に

向けて熱意をもって、積極的に自助努力する学生を支援するプログラムであり、商学部の

会計コースで専門科目として開講する科目です。 

 

① 開講科目

開講科目すべては、それぞれ４単位、２時限連続開講、半期で完結します。 

春学期に（基礎）、秋学期に（応用）を開講します。 

 

 ② 履修科目と試験科目との関連性

本プログラム履修者は、税理士としての高度な専門的・実務的な知識を身につけるた

めに、理論面の学習に重点をおき、応用力のある知識体系を身に付けることを目指しま

す。将来税理士として活躍するためには、専門知識のみならず幅広い知識と教養を身に

付けることも重要です。本プログラムの具体的な目標は、大学在学中に「簿記論」「財務

諸表論」の２科目の取徔です。科目免除制度を活用すれば、大学院への進学により、在

学中に税法１科目に合格し、加えて学位取徔することにより、最短で６年間で税理士資

格の取徔も可能となります。一定の条件を満たした学生は、１年次からプログラム科目

を受講することが可能となり、短期間での税理士資格取徔を目指すことができます。 

 

 

 

 

 

 

春学期 秋学期 

税理士・簿記論（基礎） 税理士・簿記論（応用） 

税理士・財務諸表論（基礎） 税理士・財務諸表論（応用） 

税理士・税法（基礎） 税理士・税法（応用） 
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２

コース科目では、特に「流通経営論 A ／ B」、「サービスマーケティング論 A ／ B」に力

「広告論 A／ B」、

９

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、当該プログラムの受講者は、成績内容により本学大学院への入学試験におい

て優遇措置があります。 

 

 ③ 受講資格

税理士養成プログラムを受講するには、日商簿記２級、全商簿記１級（会計・工業簿

記の２科目）および全経簿記１級（会計・工業簿記の２科目）のいずれかの資格を有し

ていること、年度初めに行なわれる面接を受け合格した者が受講を認められます。 

   

 ④ 税理士と試験制度

税理士とは、法人や個人の依頼にもとづき、申告、申請、請求などの税務代理、税務

申告書類の作成や税務に関する相談に応じるなど、税金に関する業務を行う国家資格に

もとづく専門家です。 

税理士試験は税法と会計学について年１回試験が実施され、合格するためには最終的

に税法３科目、会計学２科目に合格しなければなりません。会計学に関する科目は、「簿

記論」と「財務諸表論」で両科目とも必頇です。税法に属する科目は、所徔税法、法人

税法、相続税法など合計７科目あり、所徔税または法人税のいずれかは必頇科目となっ

ています。 

税理士試験においては、年１回の試験のほか、試験科目のうち一部の科目について試

験を免除する制度があります。税法に属する科目でいえば、大学院で税理士試験科目に

関する研究により修士の学位を授不された者で、税法に属する科目のいずれか一科目に

合格したものは、その科目以外の税法に属する科目が免除されます。つまり、大学院で

研究し、学位を取徔し、かつ、税法１科目の試験に合格すれば、他の３科目は免除され

ることになるのです。 

 
 
 
 
 
 

税
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養
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税法1科目・合格財務諸表論・合格簿記論・合格
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（応用）

税法

（基礎）
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財務諸表論

（基礎）

簿記論

（応用）

簿記論

（基礎）

大学院

2年1年

学位取徔

（税法2科目免除）

春 秋 春 秋春 秋 春 秋

2年1年 4年3年

学部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、当該プログラムの受講者は、成績内容により本学大学院への入学試験におい

て優遇措置があります。 

 

 ③ 受講資格

税理士養成プログラムを受講するには、日商簿記２級、全商簿記１級（会計・工業簿

記の２科目）および全経簿記１級（会計・工業簿記の２科目）のいずれかの資格を有し

ていること、年度初めに行なわれる面接を受け合格した者が受講を認められます。 

   

 ④ 税理士と試験制度

税理士とは、法人や個人の依頼にもとづき、申告、申請、請求などの税務代理、税務

申告書類の作成や税務に関する相談に応じるなど、税金に関する業務を行う国家資格に

もとづく専門家です。 

税理士試験は税法と会計学について年１回試験が実施され、合格するためには最終的

に税法３科目、会計学２科目に合格しなければなりません。会計学に関する科目は、「簿

記論」と「財務諸表論」で両科目とも必頇です。税法に属する科目は、所徔税法、法人

税法、相続税法など合計７科目あり、所徔税または法人税のいずれかは必頇科目となっ

ています。 

税理士試験においては、年１回の試験のほか、試験科目のうち一部の科目について試

験を免除する制度があります。税法に属する科目でいえば、大学院で税理士試験科目に

関する研究により修士の学位を授不された者で、税法に属する科目のいずれか一科目に

合格したものは、その科目以外の税法に属する科目が免除されます。つまり、大学院で

研究し、学位を取徔し、かつ、税法１科目の試験に合格すれば、他の３科目は免除され

ることになるのです。 
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※なお、当該プログラムの受講者は、成績内容により本学大学院への入学試験におい

て優遇措置があります。 

 

 ③ 受講資格

税理士養成プログラムを受講するには、日商簿記２級、全商簿記１級（会計・工業簿

記の２科目）および全経簿記１級（会計・工業簿記の２科目）のいずれかの資格を有し

ていること、年度初めに行なわれる面接を受け合格した者が受講を認められます。 

   

 ④ 税理士と試験制度

税理士とは、法人や個人の依頼にもとづき、申告、申請、請求などの税務代理、税務

申告書類の作成や税務に関する相談に応じるなど、税金に関する業務を行う国家資格に

もとづく専門家です。 

税理士試験は税法と会計学について年１回試験が実施され、合格するためには最終的

に税法３科目、会計学２科目に合格しなければなりません。会計学に関する科目は、「簿

記論」と「財務諸表論」で両科目とも必頇です。税法に属する科目は、所徔税法、法人

税法、相続税法など合計７科目あり、所徔税または法人税のいずれかは必頇科目となっ

ています。 

税理士試験においては、年１回の試験のほか、試験科目のうち一部の科目について試

験を免除する制度があります。税法に属する科目でいえば、大学院で税理士試験科目に

関する研究により修士の学位を授不された者で、税法に属する科目のいずれか一科目に

合格したものは、その科目以外の税法に属する科目が免除されます。つまり、大学院で

研究し、学位を取徔し、かつ、税法１科目の試験に合格すれば、他の３科目は免除され

ることになるのです。 
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５．金融コース 履修モデル
 

 

１．「銀行系」の職業を目指すための履修モデル

 

 銀行の行う業務の拡大が進んでいます。銀行業務を担うプロとして必要丌可欠な銀行関

連の理論を理解するだけでなく、経済・金融全般にわたる知識の習徔を目指します。その

ため、「銀行論A/B」と経済・金融の全般的な科目の履修を提示しています。 

 

 

２．「証券系」の職業を目指すための履修モデル

 

 証券市場の重要性が増す中で、証券の業務と制度の変化が起きています。証券業務を行

うプロとして必要丌可欠な証券投資の理論や制度を理解し、投資や資金調達の業務全般を

行えることが目標となります。そのため、資金運用と資金調達関連の科目の履修を提示し

ています。 

 

 

３．「保険系」の職業を目指すための履修モデル

 

 将来の丌透明性が増すにつれて、リスク管理が重要となっています。保険業務というリ

スク管理のプロとして必要丌可欠な保険関連の理論や制度、およびその他のリスク管理に

関する知識の習徔を目指します。そのため、「保険論 A/B」とリスク管理関係の科目の履修

を提示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．会計コース 履修モデル
 

 

１．「財務会計系（経理・財務）」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来企業の経理部や財務部といった部署において、会計のエキスパ

ートとして活躍することを希望する学生のためのものです。とくに、決算書作成の業務が

行えるような知識を体系的に身に付けるため、「財務会計論A/B」を中心に財務報告制度の

歴史、法体系、理論を中心にした専門科目の履修を提示しています。 

 

 

２．「管理会計系（経理・財務、経営管理、システム・エンジニア）」の職業を

目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来企業の経理部や財務部といった部署はもちろんのこと、管理業

務や情報システム部といった他の部署において会計的知識を有したエキスパートとして活

躍することを希望する学生のためのものです。とくに、情報機器を駆使しながら会計情報

の作成から分析までを行えるように、「管理会計論A/B」を中心とした専門科目の履修を提

示しています。 

 

 

３．「税理士系（一般）」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来会計専門家として活躍することを希望する学生のためのもので

す。とくに、税金に関する業務を行う国家資格である税理士資格試験を目指す学生を対象

に、資格試験の科目受験に関連する専門科目の履修を提示しています。 

 

 

４．「税理士系（飛び級）」の職業を目指すための履修モデル

 

 この履修モデルは、将来会計専門家として活躍することを希望する学生のためのもので

です。とくに、税金に関する業務を行う国家資格である税理士資格試験を目指す学生を対

象に、税理士養成プログラムの履修を前提にして、税理士に丌可欠な知識の習徔や資格試

験の科目受験に関連する専門科目の履修を提示しています。またこのモデルは、入学前に

取徔した簿記検定にもとづいて単位認定される「資格認定制度」、および２年次配当の科目

を１年次で履修できる「飛び級履修制度」の適用を前提としています。 

 

 

 

−　　− 3736

６．金融コース 履修モデル ７．会計コース 履修モデル 

2020_本文_20200227 2/16 2020_本文_20200227 2/16



到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

７．教育プログラム表について
 

 

教育プログラム表の見かた

 

①「専門的知識とスキルの修徔」の欄に各コース・専攻の学習到達目標が示されてい

ます。 

 

②「科目名」の欄に各コース・専攻に配置されている専門科目がすべて挙げられてい

ます。各科目が担っている目標項目は◎（特に重要な目標項目）と○（重要な目標

項目）で示されています。 

 

③「科目名」欄の隣の「シラバス」の欄には、各科目の「授業の目標と概要」が記さ

れている『シラバス』の該当ページが示されていますので、『シラバス』を参照して

下さい。 

 

④「当該科目を受講する前に履修してほしい科目」の欄に各専門科目を受講する前に

履修してほしい科目は何かが示されています。これは履修の前提条件となる「前提

科目」とは異なりますが、各コース・専攻の学習到達目標を達成するためには、こ

れを念頭に置いて履修することが望ましいと考えられます。 

 

⑤「履修モデル（ガイド）」の欄に、いくつかの職業イメージや学習内容に対応する履

修すべき科目が◎（特に履修すべき科目）と○（履修するのが望ましい科目）が示

されています。 

 

★専門科目を履修する際には、必ず上の①～⑤を確認してから、履修科目を決めまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「当該科目を受講する前に履修してほしい科目」の欄に各専門科目を受講する前に

履修してほしい科目は何かが示されています。これは履修の前提条件となる「前提

科目」とは異なりますが、各コース・専攻の学習到達目標を達成するためには、こ

れを念頭に置いて履修することが望ましいと考えられます。

④「履修モデル（ガイド）」の欄に、いくつかの職業イメージや学習内容に対応する履

修すべき科目が◎（特に履修すべき科目）と○（履修するのが望ましい科目）が示

されています。

★専門科目を履修する際には、必ず上の①～④を確認してから、履修科目を決めましょ

う。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
表

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

）

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

短
期
留
学
事
前
中
国
語
演
習
／
短
期
留
学
事
後
中
国
語
演
習

ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ
／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ
／
情
報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ
／
情
報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ
／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言
語

S
Q
L
Ⅰ
／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言
語

S
Q
L
Ⅱ

　

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

−　　− 3938

８．教育プログラム表について 

2020_本文_20200227 2/16 2020_本文_20200227 2/16 加工不能 3/8

基
礎
数
学
（
代
数
・
幾
何
）
／
数
学
（
確
率
・
統
計
）
／
地

球
科
学
／
宇
宙
科
学
／
生
命
科
学
／
物
質
科
学
／
心
の
科
学



区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

マーケティング論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

マーケティング論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

広告論Ａ ２～ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

広告論Ｂ ２～ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ マーケティング論A/B、心の科学

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ マーケティング論A/B、心の科学

市場調査論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ◎ マーケティング論A/B

市場調査論Ｂ ２～ ○ ○ ◎ ◎ マーケティング論A/B

物流論Ａ ２～ ○ ◎ ○

物流論Ｂ ２～ ○ ◎ ○

流通経営論Ａ ２～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

流通経営論Ｂ ２～ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

マーケティング情報論A ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ マーケティング論A/B

マーケティング情報論B ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ マーケティング論A/B

サービスマーケティング論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

サービスマーケティング論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

流通論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

流通論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

観光マーケティング論 ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

地域ビジネス論 ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ○

心の科学 １～ ○

金融総論A/B １～

会計学総論A/B １～

銀行論A/B ２～

証券論A/B ２～

保険論A/B ２～

財務会計論A/B ２～

管理会計論A/B ３～

リスクマネジメント論A/B ３～

経営分析A/B ３～

企業法（企業形態法）
（株式会社法）

２～

キャリアデザイン論A/B ２～ ○

経済法A/B ２～ ○

地方自治A/B ２～ ○

経済地理学A/B ２～

外書講読A/B ３～

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～

行政法A/B ３～

税法A/B ３～

地域開発論A/B ３～ ○ ○

法文化論A/B ３～

民法（契約）（物権変
動と担保）

３～

労働法A/B ３～

経営学概論A/B １～ ○ ○ ○

経営管理論A/B ２～ ○

経営戦略論A/B ２～ ○

経営組織論A/B ２～ ○

国際経営論A/B ３～ ○ ○

販売管理論A/B ２～ ○ ○

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

　　　　　　マーケティングコース

・ 各流通機関の役割を
説明できる。
・ 小売流通戦略におけ
る基本用語が説明でき
る。
・ 流通の基本的な流れ
と歴史を説明できる。
・ 主要な流通政策を説
明できる。
・ グローバルな流通と
サプライチェーンを説明
できる。

・ 広告戦略を説明でき
る。
・ 販売促進戦略を説明
できる。
・ 営業戦略を説明でき
る。
・ デジタルメディアの効
果を説明できる。

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

・ 企業が得られる情報を理
解することの重要性を説明
できる。
・ マーケティング情報シス
テムとその構成要素につい
て議論できる。
・ 市場調査プロセスの諸段
階を概説できる。
・ 企業がどのようにマーケ
ティング情報を分析し、戦
略的活用をするのかを説
明できる。
・ マーケティング情報を扱
う職業人が担うべき職業倫
理、社会的責任の重要性
を説明できる

【製品、サービス、ブランド
戦略】
・ 製品を定義し、製品や
サービスの主要分類を規
定できる。
・ 企業が個別の製品・サー
ビス、製品ライン、製品ミッ
クスを決めるための意思決
定プロセスを理解できる。
・ ブランド戦略について議
論できる。
・ サービス・マーケティング
や、サービスに必要な付随
的なマーケティングを考慮
する際に影響する4つの性
質――無形性、不可分性、
変動性、消滅性――を定
義できる。
・ 2つの付随的な製品の問
題――社会的責任を考慮
した製品選択と国際的な製
品・サービスのマーケティン
グ――について議論できる

販
売
・
営
業
系

⑪商学部の学びの
基礎として、ビジネス
言語である簿記の基
礎知識を得ている

⑩商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

⑤製品・サービスにつ
いて理解する

③消費者行動について
理解する

専門的知識とスキルの修得（マーケティングコース）

選
択
必
修
科
目

広
告
系

履修モデル(ガイ
ド)

調
査
・
企
画
系

必修
科目

・ 企業の価格決定に影
響する内的要因を列挙
できる。
・ 価格と価値の関係性
を列挙できる。
・ 価格を決定する主要
なアプローチを説明でき
る。

・ 企業がマーケティン
グ・チャネルを利用する
理由を説明し、それらの
チャネルの機能を議論
することができる。
・ 主要なチャネルの構
造とそれらの相互作用
を説明できる。
・ 多様なチャネルの選
択肢を規定することがで
きる。

⑨コミュニケーション
について理解する

・ 企業戦略とマーケティン
グ戦略との関連について
理解し、説明できる。
・ マーケティング・ミックスと
企業環境について説明で
きる。
・ 市場対応戦略について
説明できる。
・ 競争分析と競争戦略に
ついて説明できる。
・ 市場セグメンテーションに
関して説明することができ
る。
・ 企業が魅力的な市場セ
グメントを規定し、ターゲッ
トマーケティング戦略を選
択する方法を説明すること
ができる。
・ 市場において最大の競
争優位を獲得するための
製品ポジショニングの方法
を説明することができる。

・ マーケティングにおける
消費者行動研究の目的や
意義について説明できる。
・ 消費者行動研究の基礎
概念や基本用語に関して
説明できる。
・ 消費者行動研究の理論
やモデルについて説明でき
る(消費者意思決定モデ
ル、情報処理モデル等)

全学
共通
科目

⑦チャネルとロジス
ティクスについて理
解する

⑧流通機関と流通構
造について理解する

⑥価格について理解
する

④マーケティング情報
について理解する

①マーケティングの概
要について理解する

②企業環境とマーケ
ティング戦略について
理解する

学習到達目標 専門的知識とスキルの修得（マーケティングコース）

商
学
部
関
連
科
目

そ
の
他
科
目

商
学
部
他
コ
ー

ス
科
目

経
営
学
部
聴
講
科
目

学部必修科目

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ー

ス
専
門
科
目

・ マーケティング概念と枠
組みに関する知識を持ち、
マーケティングの基本的な
考え方を説明できる。
・ マーケティングの基本用
語に関する知識を持ち、用
語を活用できる。
・ マーケティング・アプロー
チについての知識を持ち、
環境の相互作用について
説明できる。
・ マーケティング課題を解
決するための、複数のアプ
ローチを説明できる。

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価す

る判断基準）

区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

マーケティング論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

マーケティング論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

広告論Ａ ２～ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

広告論Ｂ ２～ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ マーケティング論A/B、心の科学

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ マーケティング論A/B、心の科学

市場調査論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ◎ マーケティング論A/B

市場調査論Ｂ ２～ ○ ○ ◎ ◎ マーケティング論A/B

物流論Ａ ２～ ○ ◎ ○

物流論Ｂ ２～ ○ ◎ ○

流通経営論Ａ ２～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

流通経営論Ｂ ２～ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

マーケティング情報論A ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ マーケティング論A/B

マーケティング情報論B ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ マーケティング論A/B

サービスマーケティング論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

サービスマーケティング論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ マーケティング論A/B

流通論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

流通論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

観光マーケティング論 ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

地域ビジネス論 ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ マーケティング論A/B

経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ○

心の科学 １～ ○

金融総論A/B １～

会計学総論A/B １～

銀行論A/B ２～

証券論A/B ２～

保険論A/B ２～

財務会計論A/B ２～

管理会計論A/B ３～

リスクマネジメント論A/B ３～

経営分析A/B ３～

企業法（企業形態法）
（株式会社法）

２～

キャリアデザイン論A/B ２～ ○

経済法A/B ２～ ○

地方自治A/B ２～ ○

経済地理学A/B ２～

外書講読A/B ３～

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～

行政法A/B ３～

税法A/B ３～

地域開発論A/B ３～ ○ ○

法文化論A/B ３～

民法（契約）（物権変
動と担保）

３～

労働法A/B ３～

経営学概論A/B １～ ○ ○ ○

経営管理論A/B ２～ ○

経営戦略論A/B ２～ ○

経営組織論A/B ２～ ○

国際経営論A/B ３～ ○ ○

販売管理論A/B ２～ ○ ○

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

　　　　　　マーケティングコース

・ 各流通機関の役割を
説明できる。
・ 小売流通戦略におけ
る基本用語が説明でき
る。
・ 流通の基本的な流れ
と歴史を説明できる。
・ 主要な流通政策を説
明できる。
・ グローバルな流通と
サプライチェーンを説明
できる。

・ 広告戦略を説明でき
る。
・ 販売促進戦略を説明
できる。
・ 営業戦略を説明でき
る。
・ デジタルメディアの効
果を説明できる。

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

・ 企業が得られる情報を理
解することの重要性を説明
できる。
・ マーケティング情報シス
テムとその構成要素につい
て議論できる。
・ 市場調査プロセスの諸段
階を概説できる。
・ 企業がどのようにマーケ
ティング情報を分析し、戦
略的活用をするのかを説
明できる。
・ マーケティング情報を扱
う職業人が担うべき職業倫
理、社会的責任の重要性
を説明できる

【製品、サービス、ブランド
戦略】
・ 製品を定義し、製品や
サービスの主要分類を規
定できる。
・ 企業が個別の製品・サー
ビス、製品ライン、製品ミッ
クスを決めるための意思決
定プロセスを理解できる。
・ ブランド戦略について議
論できる。
・ サービス・マーケティング
や、サービスに必要な付随
的なマーケティングを考慮
する際に影響する4つの性
質――無形性、不可分性、
変動性、消滅性――を定
義できる。
・ 2つの付随的な製品の問
題――社会的責任を考慮
した製品選択と国際的な製
品・サービスのマーケティン
グ――について議論できる

販
売
・
営
業
系

⑪商学部の学びの
基礎として、ビジネス
言語である簿記の基
礎知識を得ている

⑩商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

⑤製品・サービスにつ
いて理解する

③消費者行動について
理解する

専門的知識とスキルの修得（マーケティングコース）

選
択
必
修
科
目

広
告
系

履修モデル(ガイ
ド)

調
査
・
企
画
系

必修
科目

・ 企業の価格決定に影
響する内的要因を列挙
できる。
・ 価格と価値の関係性
を列挙できる。
・ 価格を決定する主要
なアプローチを説明でき
る。

・ 企業がマーケティン
グ・チャネルを利用する
理由を説明し、それらの
チャネルの機能を議論
することができる。
・ 主要なチャネルの構
造とそれらの相互作用
を説明できる。
・ 多様なチャネルの選
択肢を規定することがで
きる。

⑨コミュニケーション
について理解する

・ 企業戦略とマーケティン
グ戦略との関連について
理解し、説明できる。
・ マーケティング・ミックスと
企業環境について説明で
きる。
・ 市場対応戦略について
説明できる。
・ 競争分析と競争戦略に
ついて説明できる。
・ 市場セグメンテーションに
関して説明することができ
る。
・ 企業が魅力的な市場セ
グメントを規定し、ターゲッ
トマーケティング戦略を選
択する方法を説明すること
ができる。
・ 市場において最大の競
争優位を獲得するための
製品ポジショニングの方法
を説明することができる。

・ マーケティングにおける
消費者行動研究の目的や
意義について説明できる。
・ 消費者行動研究の基礎
概念や基本用語に関して
説明できる。
・ 消費者行動研究の理論
やモデルについて説明でき
る(消費者意思決定モデ
ル、情報処理モデル等)

全学
共通
科目

⑦チャネルとロジス
ティクスについて理
解する

⑧流通機関と流通構
造について理解する

⑥価格について理解
する

④マーケティング情報
について理解する

①マーケティングの概
要について理解する

②企業環境とマーケ
ティング戦略について
理解する

学習到達目標 専門的知識とスキルの修得（マーケティングコース）

商
学
部
関
連
科
目

そ
の
他
科
目

商
学
部
他
コ
ー

ス
科
目

経
営
学
部
聴
講
科
目

学部必修科目

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ー

ス
専
門
科
目

・ マーケティング概念と枠
組みに関する知識を持ち、
マーケティングの基本的な
考え方を説明できる。
・ マーケティングの基本用
語に関する知識を持ち、用
語を活用できる。
・ マーケティング・アプロー
チについての知識を持ち、
環境の相互作用について
説明できる。
・ マーケティング課題を解
決するための、複数のアプ
ローチを説明できる。

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価す

る判断基準）

−　　− 4140

マーケティングコース

マーケティングコース
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区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

金融総論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

銀行論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

銀行論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

証券論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎  ○  金融総論A/B、経済学、簿記

証券論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 金融総論A/B、経済学、簿記

保険論Ａ ２～ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B

保険論Ｂ ２～ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B

マクロ経済学Ａ ２～ ◎ ○ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

マクロ経済学Ｂ ２～ ◎ ○ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

ミクロ経済学Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

ミクロ経済学Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

国際金融論Ａ 2～ ◎ ○ ○ ◎ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、、マク
ロ経済学A/B

国際金融論Ｂ 2～ ◎ ○ ○ ◎
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、、マク
ロ経済学A/B

ファイナンシャルプランニング論Ａ 2～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

ファイナンシャルプランニング論B 2～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融工学Ａ ３～ ○ ◎ ◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ
経済学A/B、基礎数学（代数・幾何／確率・

金融工学Ｂ ３～ ○ ◎ ◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ
経済学A/B、基礎数学（代数・幾何／確率・

財政学Ａ ３～ ◎ ○ 金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

財政学Ｂ ３～ ◎ ○ 金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

リスクマネジメント論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 保険論A/B

リスクマネジメント論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 保険論A/B

経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ◎ ◎ ◎

基礎数学（代数・幾
何）（確率・統計）

１～ ◎ ◎

会計学総論A/B １～ ◎ ◎ ◎

マーケティング論A/B １～ ◎

企業法（企業形態法）
（株式会社法）

２～ ◎ ◎ ◎

民法（法律行為）（債
権）

２－ ◎

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～ ○ ○

税法A/B ３～ ○ ○

民法（契約）（物権変
動と担保）

３～ ○

年金論A/B ３～ ◎

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

国際経済・金融の現状を
説明でき、次の概念を説
明できる。（国際決済、
国際通貨、国際資本移
動、外国為替取引、外国
為替市場、金利平価式。
またIMFなど国際金融機
関の役割について説明
できる。）

国際金融と各国経済の
関係が説明でき、次の概
念を説明できる。（国際
収支、国際通貨制度、通
貨統合、国際政策協調）

国際経済理論の基礎を
理解できる。（外国為替
相場決定理論について
説明できる。通貨危機発
生の理論について説明
できる。マンデル・フレミ
ング・モデルを説明でき
る。）

現在価値法を理解し、確
実性下の評価ができる。
（配当割引モデルによる
プロジェクトの比較がで
きる。年金の現在価値が
計算できる。PERなどの
株式の評価尺度を説明
できる。）

不確実性下の資産評価
ができ、次の概念を説明
できる。（ポートフォリオ
理論、分散投資の効果、
CAPM、ベータ、APT、ラ
ンダムウォーク理論、効
率市場仮説、デュアレー
ション、イミニゼーション）

リスク概念を説明でき
る。（様々なリスク概念を
説明できる。リスク回避・
軽減の手法を説明でき
る。信用リスクを説明で
きる。）

日本の企業金融の仕組
みを理解する。(銀行の
融資行動を理解できる。
株式発行の仕組みを理
解できる。企業の資金調
達の特徴を説明できる。)

MM理論に代表される基
本的な理論を理解でき、
次の概念を説明できる。
（MMの無関連性命題、
エージェンシー理論、リ
アル・オプション、資本コ
スト）

様々な企業の財務政策
を理解できる。（配当政
策の効果を説明できる。
自社株買いの効果を説
明できる。M&Aの効果を
説明できる。）

デリバティブを説明でき、
次の概念を理解できる。
（先物取引、先渡し取
引、裁定取引、フォワー
ド・レート、スワップ、オプ
ション、リアル・オプショ
ン）

オプションの仕組みを理
解し、その価格評価の基
礎を理解できる。（オプ
ションと先物を説明でき
る。2項モデルを計算で
きる。BSモデルを説明で
きる。様々な投資戦略を
組成できる。）

不確実性下のリスク評
価ができる。（ボラティリ
ティを説明できる。クレ
ジット・リスクなどの様々
なリスク概念を説明でき
る。リスク商品の価格評
価ができる。）

⑤国際金融とそれに
関わる理論を理解す
る

⑩商学部の学びの基
礎として、ビジネス言
語である簿記の基礎
知識を得ている

⑦企業金融を理解す
る

　　　　　　　　　　　　　　金融コース

銀
行
系

証
券
系

保
険
系

専門的知識とスキルの修得（金融コース）学習到達目標

①日本経済と経済学を
理解する

②日本の金融制度と
銀行の役割を理解す
る

③証券とそれに関わる
理論を理解する

ミクロ経済学での価格決
定理論を理解でき、次の
概念を理解できる。（需要
曲線と供給曲線、消費者
の効用最大化行動、企業
の利潤最大化行動、市場
均衡、市場の失敗、経済
厚生、異時点間の消費決
定）

マクロ経済学での金融政
策、財政政策を理解でき、
次の概念を理解できる。
(国民総生産、消費理論、
貯蓄理論、IS-LM分析、財
政政策の効果、金融政策
の効果、AD-AS分析、物
価水準の決定、経済成長
モデル、景気循環)

日本経済の現状を説明で
きる。（日本の国民所得の
状況を説明できる。日本
の経済の発展と成長を理
解できる。経済における金
融の機能・役割を説明で
きる。日本経済における
政府の役割を説明でき
る。）

銀行の役割を説明でき、
次の概念を説明できる。
（預金と貸出、信用創造、
審査機能、情報の非対称
性、モラル・ハザード、運
転資金と企業倒産、BIS規
制）

中央銀行の役割と金融政
策を説明でき、次の概念
を説明できる。（発券銀
行、通貨信用、金本位制
離脱、資金供給 、公開市
場操作、当座勘定、アナ
ウンスメント効果、銀行の
銀行、預金保険）

日本の金融機関を理解す
る。（銀行、証券会社、保
険会社の違いを説明でき
る。戦後の金融制度を説
明できる。日本の金融制
度の変化を理解できる。）

証券市場について説明で
き、次の概念を説明でき
る。（エージェンシー関係、
社債市場、イールド、新株
予約権付社債 社債格付
け、企業の資金調達、債
権証券化、自社株買い、
投資信託、M&A、機関投
資家、金利、利子率の期
間構造）

株式市場について説明で
き、次の概念を説明でき
る。（株式会社、株式市
場、発行市場と流通市
場、時価発行増資、優先
株、配当）

投資家の行動について理
解できる。（直接金融と間
接金融の違いを説明でき
る。投資基準を説明でき
る。リスクとリターンの関
係を説明できる。）

リスクマネジメントにおけ
る保険の役割を理解でき
る。

家計や企業における保険
の役割を理解し、次の概
念を説明できる。（生命保
険、損害保険、リスクマネ
ジメント）

保険や年金、銀行貸し付
け、消費者信用といった
サービスの基本的性質を
分析するのに、情報の非
対称性や逆選択、モラル･
ハザードの理論仮説が利
用できる。

専門的知識とスキルの修得（金融コース）

⑧デリバティブを理解
する。

⑨商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

④保険とそれに関わる
理論を理解する

⑥投資理論を理解す
る

そ
の
他
科
目

全学
共通
科目

商学部
他コース

科目

商
学
部
関
連
科
目

学部必修科目

履修モデル(ガイド)

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する

判断基準）

金
融
コ
ー

ス
専
門
科
目

必修科目

選
択
必
修
科
目

区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ ◎

金融総論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

銀行論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

銀行論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

証券論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎  ○  金融総論A/B、経済学、簿記

証券論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 金融総論A/B、経済学、簿記

保険論Ａ ２～ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B

保険論Ｂ ２～ ◎ ○ ◎ 金融総論A/B

マクロ経済学Ａ ２～ ◎ ○ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

マクロ経済学Ｂ ２～ ◎ ○ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

ミクロ経済学Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

ミクロ経済学Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

国際金融論Ａ 2～ ◎ ○ ○ ◎ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、、マク
ロ経済学A/B

国際金融論Ｂ 2～ ◎ ○ ○ ◎
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、、マク
ロ経済学A/B

ファイナンシャルプランニング論Ａ 2～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

ファイナンシャルプランニング論B 2～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、証券
論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学

金融工学Ａ ３～ ○ ◎ ◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ
経済学A/B、基礎数学（代数・幾何／確率・

金融工学Ｂ ３～ ○ ◎ ◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ
経済学A/B、基礎数学（代数・幾何／確率・

財政学Ａ ３～ ◎ ○ 金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

財政学Ｂ ３～ ◎ ○ 金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

リスクマネジメント論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 保険論A/B

リスクマネジメント論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 保険論A/B

経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ◎ ◎ ◎

基礎数学（代数・幾
何）（確率・統計）

１～ ◎ ◎

会計学総論A/B １～ ◎ ◎ ◎

マーケティング論A/B １～ ◎

企業法（企業形態法）
（株式会社法）

２～ ◎ ◎ ◎

民法（法律行為）（債
権）

２－ ◎

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～ ○ ○

税法A/B ３～ ○ ○

民法（契約）（物権変
動と担保）

３～ ○

年金論A/B ３～ ◎

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

国際経済・金融の現状を
説明でき、次の概念を説
明できる。（国際決済、
国際通貨、国際資本移
動、外国為替取引、外国
為替市場、金利平価式。
またIMFなど国際金融機
関の役割について説明
できる。）

国際金融と各国経済の
関係が説明でき、次の概
念を説明できる。（国際
収支、国際通貨制度、通
貨統合、国際政策協調）

国際経済理論の基礎を
理解できる。（外国為替
相場決定理論について
説明できる。通貨危機発
生の理論について説明
できる。マンデル・フレミ
ング・モデルを説明でき
る。）

現在価値法を理解し、確
実性下の評価ができる。
（配当割引モデルによる
プロジェクトの比較がで
きる。年金の現在価値が
計算できる。PERなどの
株式の評価尺度を説明
できる。）

不確実性下の資産評価
ができ、次の概念を説明
できる。（ポートフォリオ
理論、分散投資の効果、
CAPM、ベータ、APT、ラ
ンダムウォーク理論、効
率市場仮説、デュアレー
ション、イミニゼーション）

リスク概念を説明でき
る。（様々なリスク概念を
説明できる。リスク回避・
軽減の手法を説明でき
る。信用リスクを説明で
きる。）

日本の企業金融の仕組
みを理解する。(銀行の
融資行動を理解できる。
株式発行の仕組みを理
解できる。企業の資金調
達の特徴を説明できる。)

MM理論に代表される基
本的な理論を理解でき、
次の概念を説明できる。
（MMの無関連性命題、
エージェンシー理論、リ
アル・オプション、資本コ
スト）

様々な企業の財務政策
を理解できる。（配当政
策の効果を説明できる。
自社株買いの効果を説
明できる。M&Aの効果を
説明できる。）

デリバティブを説明でき、
次の概念を理解できる。
（先物取引、先渡し取
引、裁定取引、フォワー
ド・レート、スワップ、オプ
ション、リアル・オプショ
ン）

オプションの仕組みを理
解し、その価格評価の基
礎を理解できる。（オプ
ションと先物を説明でき
る。2項モデルを計算で
きる。BSモデルを説明で
きる。様々な投資戦略を
組成できる。）

不確実性下のリスク評
価ができる。（ボラティリ
ティを説明できる。クレ
ジット・リスクなどの様々
なリスク概念を説明でき
る。リスク商品の価格評
価ができる。）

⑤国際金融とそれに
関わる理論を理解す
る

⑩商学部の学びの基
礎として、ビジネス言
語である簿記の基礎
知識を得ている

⑦企業金融を理解す
る

　　　　　　　　　　　　　　金融コース

銀
行
系

証
券
系

保
険
系

専門的知識とスキルの修得（金融コース）学習到達目標

①日本経済と経済学を
理解する

②日本の金融制度と
銀行の役割を理解す
る

③証券とそれに関わる
理論を理解する

ミクロ経済学での価格決
定理論を理解でき、次の
概念を理解できる。（需要
曲線と供給曲線、消費者
の効用最大化行動、企業
の利潤最大化行動、市場
均衡、市場の失敗、経済
厚生、異時点間の消費決
定）

マクロ経済学での金融政
策、財政政策を理解でき、
次の概念を理解できる。
(国民総生産、消費理論、
貯蓄理論、IS-LM分析、財
政政策の効果、金融政策
の効果、AD-AS分析、物
価水準の決定、経済成長
モデル、景気循環)

日本経済の現状を説明で
きる。（日本の国民所得の
状況を説明できる。日本
の経済の発展と成長を理
解できる。経済における金
融の機能・役割を説明で
きる。日本経済における
政府の役割を説明でき
る。）

銀行の役割を説明でき、
次の概念を説明できる。
（預金と貸出、信用創造、
審査機能、情報の非対称
性、モラル・ハザード、運
転資金と企業倒産、BIS規
制）

中央銀行の役割と金融政
策を説明でき、次の概念
を説明できる。（発券銀
行、通貨信用、金本位制
離脱、資金供給 、公開市
場操作、当座勘定、アナ
ウンスメント効果、銀行の
銀行、預金保険）

日本の金融機関を理解す
る。（銀行、証券会社、保
険会社の違いを説明でき
る。戦後の金融制度を説
明できる。日本の金融制
度の変化を理解できる。）

証券市場について説明で
き、次の概念を説明でき
る。（エージェンシー関係、
社債市場、イールド、新株
予約権付社債 社債格付
け、企業の資金調達、債
権証券化、自社株買い、
投資信託、M&A、機関投
資家、金利、利子率の期
間構造）

株式市場について説明で
き、次の概念を説明でき
る。（株式会社、株式市
場、発行市場と流通市
場、時価発行増資、優先
株、配当）

投資家の行動について理
解できる。（直接金融と間
接金融の違いを説明でき
る。投資基準を説明でき
る。リスクとリターンの関
係を説明できる。）

リスクマネジメントにおけ
る保険の役割を理解でき
る。

家計や企業における保険
の役割を理解し、次の概
念を説明できる。（生命保
険、損害保険、リスクマネ
ジメント）

保険や年金、銀行貸し付
け、消費者信用といった
サービスの基本的性質を
分析するのに、情報の非
対称性や逆選択、モラル･
ハザードの理論仮説が利
用できる。

専門的知識とスキルの修得（金融コース）

⑧デリバティブを理解
する。

⑨商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

④保険とそれに関わる
理論を理解する

⑥投資理論を理解す
る

そ
の
他
科
目

全学
共通
科目

商学部
他コース

科目

商
学
部
関
連
科
目

学部必修科目

履修モデル(ガイド)

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する

判断基準）

金
融
コ
ー

ス
専
門
科
目

必修科目

選
択
必
修
科
目

◎

◎

◎

○ ◎

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

 ○  金融総論A/B、経済学、簿記

○ ○ ○ 金融総論A/B、経済学、簿記

金融総論A/B

金融総論A/B

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

保険論A/B

保険論A/B

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

現在価値法を理解し、確
実性下の評価ができる。
（配当割引モデルによる
プロジェクトの比較がで
きる。年金の現在価値が
計算できる。PERなどの
株式の評価尺度を説明
できる。）

不確実性下の資産評価
ができ、次の概念を説明
できる。（ポートフォリオ
理論、分散投資の効果、
CAPM、ベータ、APT、ラ
ンダムウォーク理論、効
率市場仮説、デュアレー
ション、イミニゼーション）

リスク概念を説明でき
る。（様々なリスク概念を
説明できる。リスク回避・
軽減の手法を説明でき
る。信用リスクを説明で
きる。）

日本の企業金融の仕組
みを理解する。(銀行の
融資行動を理解できる。
株式発行の仕組みを理
解できる。企業の資金調
達の特徴を説明できる。)

MM理論に代表される基
本的な理論を理解でき、
次の概念を説明できる。
（MMの無関連性命題、
エージェンシー理論、リ
アル・オプション、資本コ
スト）

様々な企業の財務政策
を理解できる。（配当政
策の効果を説明できる。
自社株買いの効果を説
明できる。M&Aの効果を
説明できる。）

デリバティブを説明でき、
次の概念を理解できる。
（先物取引、先渡し取
引、裁定取引、フォワー
ド・レート、スワップ、オプ
ション、リアル・オプショ
ン）

オプションの仕組みを理
解し、その価格評価の基
礎を理解できる。（オプ
ションと先物を説明でき
る。2項モデルを計算で
きる。BSモデルを説明で
きる。様々な投資戦略を
組成できる。）

不確実性下のリスク評
価ができる。（ボラティリ
ティを説明できる。クレ
ジット・リスクなどの様々
なリスク概念を説明でき
る。リスク商品の価格評
価ができる。）

⑩商学部の学びの基
礎として、ビジネス言
語である簿記の基礎
知識を得ている

⑦企業金融を理解す
る

専門的知識とスキルの修得（金融コース）

⑧デリバティブを理解
する。

⑨商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

⑥投資理論を理解す
る

◎

◎

◎

○ ◎

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

 ○  金融総論A/B、経済学、簿記

○ ○ ○ 金融総論A/B、経済学、簿記

金融総論A/B

金融総論A/B

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

保険論A/B

保険論A/B

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

現在価値法を理解し、確
実性下の評価ができる。
（配当割引モデルによる
プロジェクトの比較がで
きる。年金の現在価値が
計算できる。PERなどの
株式の評価尺度を説明
できる。）

不確実性下の資産評価
ができ、次の概念を説明
できる。（ポートフォリオ
理論、分散投資の効果、
CAPM、ベータ、APT、ラ
ンダムウォーク理論、効
率市場仮説、デュアレー
ション、イミニゼーション）

リスク概念を説明でき
る。（様々なリスク概念を
説明できる。リスク回避・
軽減の手法を説明でき
る。信用リスクを説明で
きる。）

日本の企業金融の仕組
みを理解する。(銀行の
融資行動を理解できる。
株式発行の仕組みを理
解できる。企業の資金調
達の特徴を説明できる。)

MM理論に代表される基
本的な理論を理解でき、
次の概念を説明できる。
（MMの無関連性命題、
エージェンシー理論、リ
アル・オプション、資本コ
スト）

様々な企業の財務政策
を理解できる。（配当政
策の効果を説明できる。
自社株買いの効果を説
明できる。M&Aの効果を
説明できる。）

デリバティブを説明でき、
次の概念を理解できる。
（先物取引、先渡し取
引、裁定取引、フォワー
ド・レート、スワップ、オプ
ション、リアル・オプショ
ン）

オプションの仕組みを理
解し、その価格評価の基
礎を理解できる。（オプ
ションと先物を説明でき
る。2項モデルを計算で
きる。BSモデルを説明で
きる。様々な投資戦略を
組成できる。）

不確実性下のリスク評
価ができる。（ボラティリ
ティを説明できる。クレ
ジット・リスクなどの様々
なリスク概念を説明でき
る。リスク商品の価格評
価ができる。）

⑩商学部の学びの基
礎として、ビジネス言
語である簿記の基礎
知識を得ている

⑦企業金融を理解す
る

専門的知識とスキルの修得（金融コース）

⑧デリバティブを理解
する。

⑨商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

⑥投資理論を理解す
る

◎

◎

◎

○ ◎

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

金融総論A/B、経済学、簿記Ⅰ/Ⅱ

 ○  金融総論A/B、経済学、簿記

○ ○ ○ 金融総論A/B、経済学、簿記

金融総論A/B

金融総論A/B

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

経済学（ミクロ基礎／マクロ基礎)

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
マクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○ ○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

○
金融総論A/B、経済学、銀行論A/B、
証券論A/B、マクロ経済学A/B、ミクロ経済学A/B

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

◎
金融総論A/B、経済学、証券論A/B、ミクロ経済学A/B、
基礎数学（代数・幾何／確率・統計）

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

金融総論A/B、経済学、マクロ経済学A/B

保険論A/B

保険論A/B

企業を対象に、取引
の記録から財務諸表
の作成までの一連の
処理手続きを理解し
ている。

当該科目を受講する前に
履修してほしい科目

現在価値法を理解し、確
実性下の評価ができる。
（配当割引モデルによる
プロジェクトの比較がで
きる。年金の現在価値が
計算できる。PERなどの
株式の評価尺度を説明
できる。）

不確実性下の資産評価
ができ、次の概念を説明
できる。（ポートフォリオ
理論、分散投資の効果、
CAPM、ベータ、APT、ラ
ンダムウォーク理論、効
率市場仮説、デュアレー
ション、イミニゼーション）

リスク概念を説明でき
る。（様々なリスク概念を
説明できる。リスク回避・
軽減の手法を説明でき
る。信用リスクを説明で
きる。）

日本の企業金融の仕組
みを理解する。(銀行の
融資行動を理解できる。
株式発行の仕組みを理
解できる。企業の資金調
達の特徴を説明できる。)

MM理論に代表される基
本的な理論を理解でき、
次の概念を説明できる。
（MMの無関連性命題、
エージェンシー理論、リ
アル・オプション、資本コ
スト）

様々な企業の財務政策
を理解できる。（配当政
策の効果を説明できる。
自社株買いの効果を説
明できる。M&Aの効果を
説明できる。）

デリバティブを説明でき、
次の概念を理解できる。
（先物取引、先渡し取
引、裁定取引、フォワー
ド・レート、スワップ、オプ
ション、リアル・オプショ
ン）

オプションの仕組みを理
解し、その価格評価の基
礎を理解できる。（オプ
ションと先物を説明でき
る。2項モデルを計算で
きる。BSモデルを説明で
きる。様々な投資戦略を
組成できる。）

不確実性下のリスク評
価ができる。（ボラティリ
ティを説明できる。クレ
ジット・リスクなどの様々
なリスク概念を説明でき
る。リスク商品の価格評
価ができる。）

⑩商学部の学びの基
礎として、ビジネス言
語である簿記の基礎
知識を得ている

⑦企業金融を理解す
る

専門的知識とスキルの修得（金融コース）

⑧デリバティブを理解
する。

⑨商学部での専門的
な学びを補完する知
識を得ている

ビジネスにおけるさま
ざまな活動の前提と
なる経済の仕組みや
法律などについて理
解している。

⑥投資理論を理解す
る

−　　− 4342

金融コース
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財
務
会
計
系

管
理
会
計
系

税
理
士
系

(

一
般

)

税
理
士
系

(

飛
び
級

)

・経済社会の構成
や仕組みを説明で
きる
・経済社会におけ
る会計の役割とそ
の重要性を説明で
きる
・会計の体系を説
明できる

・企業の組織構造
や業務活動の内
容・プロセスを説明
できる
・購買・生産・販売
といった業務活動
における主要な取
引を説明できる
・経済上の取引と
会計上の取引との
相違が説明できる

・企業の主要な取
引を仕訳によって
記録することがで
きる．
・帳簿組織を理解
し，各帳簿間の関
係を説明できる
・貸借対照表や損
益計算書といった
財務諸表の作成プ
ロセスを説明でき
る

・財務諸表作成に
必要な会計基準の
概要が理解でき
る。
・財務諸表作成に
かかわる関連法規
の概要が理解でき
る。
・会計情報利用者
の利用目的を理解
できる。

・経営管理活動の
プロセスを説明で
きる
・管理会計と財務
会計の意義と相違
を説明できる
・経営管理活動に
役立つ会計情報・
技法を説明できる

・財務諸表などの会
計情報を活用して企
業を分析することが
できる
・投資や資金運用の
ための意思決定にお
ける会計情報の利用
方法を説明できる
・証券市場における
会計情報の役割が
理解できる。

・法人税に関し簡
易な課税所得の計
算ができる。
・最近の法人税法
改正に関する知識
を持っている。
・消費税の基本的
仕組みが説明でき
る。

ビジネスにおけ
るさまざまな活
動の前提となる
経済の仕組みや
法律などについ
て理解している。

企業を対象に、
取引の記録から
財務諸表の作成
までの一連の処
理手続きを理解
している。

区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

会計学総論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

会計学総論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

財務会計論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

財務会計論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

管理会計論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

管理会計論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

工業簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

工業簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ａ ２～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ｂ ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

高等簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

高等簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

会計史Ａ ３～ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

会計史Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

税務会計論Ａ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税務会計論Ｂ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

会計情報システム論Ａ ３～ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計情報システム論Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計監査論Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

会計監査論Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

経営分析Ａ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

経営分析Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税理士・簿記論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・簿記論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・財務諸表論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・財務諸表論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(応用) １～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
全学共通

科目
経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ○ ○ ○ ○

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～ ○ ○

税法A/B ３～ ○ ◎ ◎

経営学概論A/B １～ ○ ○ ○ ○

経営管理論A/B ２～ ◎

情報管理論A/B ２～ ○

⑧商学部での専
門的な学びを補
完する知識を得
ている

　　　　　　　　会計コース

⑨商学部の学び
の基礎として、ビ
ジネス言語であ
る簿記の基礎知
識を得ている

①経済社会と会
計の役割に関す
る理解

②企業活動全般
および取引に関
する理解

専門的知識とスキルの修得（会計コース） 専門的知識とスキルの修得（会計コース）

経営学部
聴講科目

そ
の
他
科
目

学部必修科目

商学部
関連科目

会
計
コ
ー

ス
専
門
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する

判断基準）

④会計情報の測
定・伝達方法に
関する理解

⑤経営管理活動
における会計情
報・技法に関す
る理解

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

⑥経済的意思決定
における会計情報
に関する理解

学習到達目標

履修モデル(ガイド)

③取引の記録・
計算方法に関す
る理解

⑦企業活動と税
に関する理解

財
務
会
計
系

管
理
会
計
系

税
理
士
系

(

一
般

)

税
理
士
系

(

飛
び
級

)

・経済社会の構成
や仕組みを説明で
きる
・経済社会におけ
る会計の役割とそ
の重要性を説明で
きる
・会計の体系を説
明できる

・企業の組織構造
や業務活動の内
容・プロセスを説明
できる
・購買・生産・販売
といった業務活動
における主要な取
引を説明できる
・経済上の取引と
会計上の取引との
相違が説明できる

・企業の主要な取
引を仕訳によって
記録することがで
きる．
・帳簿組織を理解
し，各帳簿間の関
係を説明できる
・貸借対照表や損
益計算書といった
財務諸表の作成プ
ロセスを説明でき
る

・財務諸表作成に
必要な会計基準の
概要が理解でき
る。
・財務諸表作成に
かかわる関連法規
の概要が理解でき
る。
・会計情報利用者
の利用目的を理解
できる。

・経営管理活動の
プロセスを説明で
きる
・管理会計と財務
会計の意義と相違
を説明できる
・経営管理活動に
役立つ会計情報・
技法を説明できる

・財務諸表などの会
計情報を活用して企
業を分析することが
できる
・投資や資金運用の
ための意思決定にお
ける会計情報の利用
方法を説明できる
・証券市場における
会計情報の役割が
理解できる。

・法人税に関し簡
易な課税所得の計
算ができる。
・最近の法人税法
改正に関する知識
を持っている。
・消費税の基本的
仕組みが説明でき
る。

ビジネスにおけ
るさまざまな活
動の前提となる
経済の仕組みや
法律などについ
て理解している。

企業を対象に、
取引の記録から
財務諸表の作成
までの一連の処
理手続きを理解
している。

区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

会計学総論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

会計学総論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

財務会計論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

財務会計論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

管理会計論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

管理会計論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

工業簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

工業簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ａ ２～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ｂ ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

高等簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

高等簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

会計史Ａ ３～ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

会計史Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

税務会計論Ａ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税務会計論Ｂ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

会計情報システム論Ａ ３～ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計情報システム論Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計監査論Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

会計監査論Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

経営分析Ａ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

経営分析Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税理士・簿記論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・簿記論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・財務諸表論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・財務諸表論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(応用) １～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
全学共通

科目
経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ○ ○ ○ ○

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～ ○ ○

税法A/B ３～ ○ ◎ ◎

経営学概論A/B １～ ○ ○ ○ ○

経営管理論A/B ２～ ◎

情報管理論A/B ２～ ○

⑧商学部での専
門的な学びを補
完する知識を得
ている

会計コース

⑨商学部の学び
の基礎として、ビ
ジネス言語であ
る簿記の基礎知
識を得ている

①経済社会と会
計の役割に関す
る理解

②企業活動全般
および取引に関
する理解

専門的知識とスキルの修得（会計コース） 専門的知識とスキルの修得（会計コース）

経営学部
聴講科目

そ
の
他
科
目

学部必修科目

商学部
関連科目

会
計
コ
ー

ス
専
門
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する

判断基準）

④会計情報の測
定・伝達方法に
関する理解

⑤経営管理活動
における会計情
報・技法に関す
る理解

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

⑥経済的意思決定
における会計情報
に関する理解

学習到達目標

履修モデル(ガイド)

③取引の記録・
計算方法に関す
る理解

⑦企業活動と税
に関する理解

財
務
会
計
系

管
理
会
計
系

税
理
士
系

(

一
般

)

税
理
士
系

(

飛
び
級

)

・経済社会の構成
や仕組みを説明で
きる
・経済社会におけ
る会計の役割とそ
の重要性を説明で
きる
・会計の体系を説
明できる

・企業の組織構造
や業務活動の内
容・プロセスを説明
できる
・購買・生産・販売
といった業務活動
における主要な取
引を説明できる
・経済上の取引と
会計上の取引との
相違が説明できる

・企業の主要な取
引を仕訳によって
記録することがで
きる．
・帳簿組織を理解
し，各帳簿間の関
係を説明できる
・貸借対照表や損
益計算書といった
財務諸表の作成プ
ロセスを説明でき
る

・財務諸表作成に
必要な会計基準の
概要が理解でき
る。
・財務諸表作成に
かかわる関連法規
の概要が理解でき
る。
・会計情報利用者
の利用目的を理解
できる。

・経営管理活動の
プロセスを説明で
きる
・管理会計と財務
会計の意義と相違
を説明できる
・経営管理活動に
役立つ会計情報・
技法を説明できる

・財務諸表などの会
計情報を活用して企
業を分析することが
できる
・投資や資金運用の
ための意思決定にお
ける会計情報の利用
方法を説明できる
・証券市場における
会計情報の役割が
理解できる。

・法人税に関し簡
易な課税所得の計
算ができる。
・最近の法人税法
改正に関する知識
を持っている。
・消費税の基本的
仕組みが説明でき
る。

ビジネスにおけ
るさまざまな活
動の前提となる
経済の仕組みや
法律などについ
て理解している。

企業を対象に、
取引の記録から
財務諸表の作成
までの一連の処
理手続きを理解
している。

区分 分類 科目名 履修年次

簿記Ⅰ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

簿記Ⅱ １～ ◎ ◎ ◎ 認 ◎

会計学総論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

会計学総論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

財務会計論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

財務会計論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

管理会計論Ａ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

管理会計論Ｂ ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B、高等簿記Ⅰ/Ⅱ、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、
原価計算論A/B、コンピュータ会計A/B、財務会計論A/B

工業簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

工業簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

原価計算論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ａ ２～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

コンピュータ会計Ｂ ２～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ、会計学総論A/B

高等簿記Ⅰ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

高等簿記Ⅱ ２～ ◎ ◎ ◎ 飛 ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ

会計史Ａ ３～ ◎ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

会計史Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ａ ３～ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

国際会計論Ｂ ３～ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B、財務会計論A/B

税務会計論Ａ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税務会計論Ｂ ３～ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

会計情報システム論Ａ ３～ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計情報システム論Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ コンピュータ会計A/B、工業簿記Ⅰ/Ⅱ、原価計算論A/B

会計監査論Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

会計監査論Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 財務会計論A/B

経営分析Ａ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

経営分析Ｂ ３～ ○ ◎ ○ ○ ◎ 簿記Ⅰ/Ⅱ 、会計学総論A/B

税理士・簿記論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・簿記論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

税理士・財務諸表論(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・財務諸表論(応用) １～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(基礎) １～ ◎ ◎ ◎ ○

税理士・税法(応用) １～ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
全学共通

科目
経済学（ミクロ基礎）
（マクロ基礎）

１～ ○ ○ ○ ○

企業法（知的財産法）
（有価証券法）

３～ ○ ○

税法A/B ３～ ○ ◎ ◎

経営学概論A/B １～ ○ ○ ○ ○

経営管理論A/B ２～ ◎

情報管理論A/B ２～ ○

⑧商学部での専
門的な学びを補
完する知識を得
ている

会計コース

⑨商学部の学び
の基礎として、ビ
ジネス言語であ
る簿記の基礎知
識を得ている

①経済社会と会
計の役割に関す
る理解

②企業活動全般
および取引に関
する理解

専門的知識とスキルの修得（会計コース） 専門的知識とスキルの修得（会計コース）

経営学部
聴講科目

そ
の
他
科
目

学部必修科目

商学部
関連科目

会
計
コ
ー

ス
専
門
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する

判断基準）

④会計情報の測
定・伝達方法に
関する理解

⑤経営管理活動
における会計情
報・技法に関す
る理解

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

⑥経済的意思決定
における会計情報
に関する理解

学習到達目標

履修モデル(ガイド)

③取引の記録・
計算方法に関す
る理解

⑦企業活動と税
に関する理解

−　　− 4544

会計コース
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必修科目



商
学
部
関
連
科
目

到
達
目
標
の
具
体
的
内
容

履
修

年
次

対
応
科
目

２
～

企
業
法
(
企
業
形
態
法
)
／
企
業
法
(
株
式
会
社
法
)
／
経
済
法
A
／
経
済
法
B
／
民
法
(
法
律
行
為
)
／
民
法
(
債
権
)

３
～

企
業
法
(
知
的
財
産
法
)
／
企
業
法
(
有
価
証
券
法
)
／
行
政
法
A
／
行
政
法
B
／
税
法
A
／
税
法
B
／
法
文
化
論
A
／
法
文

化
論
B
／
民
法
(
契
約
)
／
民
法
(
物
権
変
動
と
担
保
)
／
労
働
法
A
／
労
働
法
B

２
～

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ
論
A
／
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ
論
B

３
～

年
金
論
A
／
年
金
論
B

２
～

地
方
自
治
A
／
地
方
自
治
B

３
～

外
書
講
読
A
／
外
書
講
読
B
／
地
域
開
発
論
A
／
地
域
開
発
論
B
／
経
済
地
理
学
A
／
経
済
地
理
学
B
／
商
学
特
別
講
義

到
達
目
標

(
1
)
法
律
分
野

○
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
前
提
と
な
る

法
律
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

(
2
)
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
分
野

○
自
己
と
キ
ャ
リ
ア
理
論
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
大

学
卒
業
後
の
職
業
生
活
の
計
画
を
作
成
す
る
。
自
立
し
た

職
業
生
活
を
計
画
・
実
現
す
る
た
め
の
知
識
、
な
ら
び
に

職
業
生
活
か
ら
引
退
後
の
生
活
設
計
の
柱
と
な
る
年
金
制

度
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
と
知
識
を
習
得
す
る
。

(
3
)
関
連
分
野

○
商
学
部
で
の
専
門
的
な
学
び
を
補
完
す
る
知
識
を
得
て

い
る
。

【 商 学 部 関 連 科 目 到 達 目 標 】

商 学 部 で の 専 門 的 な 学 び を 補 完 す る 知 識 を

得 て い る

−　　−46
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